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あらまし 現在用いられている電子文書は，テキストのみではなく画像などで構成されていることが多い．よっ

て，これら複数のメディアを考慮した電子文書を検索するシステムは必要である．本稿では，複数のメディアで構成

された電子文書から複数の特徴量を抽出し，それらを一つに統合して文書の評価値を求める方法を提案する．我々の

システムでは，問合せと各メディアとの類似度をそれぞれ求め，それらを一つに統合して文書の評価値を求める．本

研究では，複数の評価値から文書の評価値へ統合する際に二つの問題を考慮した．まず，問合せとメディアとの類似

度を正規化するための方法として偏差値を用いた．さらに複数の類似度を統合する際に用いるために最適な評価関数

を求めた．その結果，偏差値を用いた手法が有効であったこと，p-normと T-operatorsのうちの一つの評価関数が良

い適合率を示すことが分かった．
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Abstract Current electronic documents often contain not only text data but also image data. Hence, we need IR systems which take

into account the features of different media types. In this paper, we propose an IR system which integrates multiple features of multimedia

documents into one feature. In our IR system, similarity values between each medium of a document and query are integrated into a

document score. When the similarity values between each medium and query are integrated into document score, we have to consider two

issues; one is the normalization of each similarity values, the other is the selection of mathematical function to integrate similarity values.

Instead of raw similarity values of each medium, we define the “Deviation Value” of the similarity values to normalize the significance

of each medium. Moreover, we performed extensive experiments to find an appropriate mathematical function used to integrate similarity

values of each medium into the document score. As a result, we found that the deviation value is useful to normalize multiple features

calculated by different schemes. We also found that p-norm and one of T-operators are the best mathematical functions in our experiments.
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1 はじめに

現在用いられている電子文書はテキスト情報のみでは

なく画像など複数のメディアで構成されている．利用者が

以前見たことのある電子文書を検索する場合，キーワー

ドを Boolean検索するだけではなく，キーワードのレイ

アウト情報や画像情報などから検索することは有効であ

る．我々の以前の研究では，テキストと画像を含む電子

文書を，利用者のレイアウトに関する記憶を用いて検索

する手法を提案した [1]．ところが，利用者は電子文書に

おける記憶としてレイアウトのみではなく内容を記憶し

ていることも多く，それらを利用した検索を行うことは

必要である．

図 1:本稿での提案手法

本稿では，文書からテキストと画像のレイアウト，内

容に関する特徴量を取り出し，利用者が検索する際の手

がかりを増やすことによって文書検索の際の適合率の改

善を図る．まず，各メディアごとに特徴量を抽出し，そ

れぞれのメディアの評価値を算出する．そして，それら

を問合せの記述に基づいて統合を行い，文書の評価値を

算出する．

本稿で提案している手法と以前の研究で提案されてい

る手法 [1] との大きな違いは，複数の評価値の統合の手

法にある．以前の手法では，4つの評価関数を用いて統

合していた．一方，拡張ブーリアン検索やファジィセッ

トモデルなどにおいて多くの統合方法が提案されており，

以前に用いられていた 4つの関数を含む 29種類の評価

関数が存在することが知られている [3]．本研究では 29

種類の評価関数を比較することによって，より最適な統

合方法を発見することを目的としている．

また，問合せと各メディアとの類似度はメディアの種

類ごとに異なる方法を用いなければならない．ところが，

これらの類似度を単純に関数を用いて統合を行った場合，

一つのメディアの類似度のみが文書の類似度のみに反映

されてしまうといった問題点がある．例えば，テキスト

部分の問合せとメディアとの類似度が 0.5となる場合と

画像部分の類似度が 0.5となる場合では，同じ数値であっ

ても各メディアが全体としてどのように分布しているか

という点を考慮した場合に同じ類似度であるとはいえな

いと考えられる．このようなメディア間の類似度の分布

の相違を解消するために，本研究では偏差値を用いて問

合せとメディアとの類似度の正規化を行った．

2 基本的事項

2.1 特徴量の抽出

複数のメディアで構成されている電子文書を，テキス

トや画像の情報を用いて検索するための手法を提案する

ためには，まず電子文書に含まれている各メディアの特

徴量を抽出しなければならない．以下，各特徴量の表現

方法について述べる．

検索される電子文書群 DBは，電子文書Di (i = 1,2, · · · ,N)

の集合である．電子文書 Di はテキストと画像の 2つの

メディアで構成されているため，まず各メディアに分割

する．また，文書に含まれるテキストは単語に分割し，

文書に含まれる複数の画像は各々の画像に分割する．文

書 Di に含まれる各単語を dT
i j ( j = 1,2, · · · , Ji) ，各画像

を dI
ik (k = 1,2, · · · ,Ki)とする．以下，各々の単語，画像

をオブジェクトと呼び，それらから特徴量を抽出する方

法について述べる．

2.1.1 テキストと画像のレイアウト

PDFや SMIL など，現在用いられている多くの電子文

書ではオブジェクトのレイアウトが指定されている．本

研究ではオブジェクトのレイアウトを特徴量として抽出

する．これらの特徴量は，文献 [1]で定義されているベク

トルと同じであり，これを f L(d)と表現する．レイアウ

トの特徴量はオブジェクトが占めている領域の右上，左

下の座標とする．つまり，あるオブジェクト d {d|dT
i j ,d

I
i j }

の占めている領域をの右上の座標を [xle f t(d), yle f t(d)]，左

下の座標を [xright(d), yright(d)] とすると，オブジェクト d

の特徴量 f L(d)は次のようなベクトルとして表現できる．

f L(d) = [xle f t(d), yle f t(d), xright(d), yright(d)]

2.1.2 テキストの内容

文書には多くの単語があるが，各単語の出現頻度情報

から文書の特徴量を抽出できる．本研究では，ベクトル



空間モデルによる検索を行った．まず，検索対象となる

文書に含まれる単語を重複なく抜き出し，テキストベク

トルの基底Wとする．

W = {w1,w2, · · · }

特徴ベクトルの要素として，本研究では tf/idf法 [2]で重

み付けされた単語の出現頻度情報を用いる．検索対象の

文書集合 DBに含まれる文書数を N，単語 wkを含む文書

数を d f(wk)，文書 Di 中の単語wkの出現回数を t f (Di ,wk)

とすると，文書 Di のテキストの内容を表す特徴ベクト

ル f TC(Di)は次のように定義される．

f TC(Di) = [ f (Di ,w1), f (Di ,w2), · · · ]

ただし，各要素は次の式によって計算される．

f (Di ,wk) =
t f (Di ,wk) · log

(
N

d f(wk)

)
∑n

k=1 t f (Di ,wk)

つまり，特徴ベクトルは，tf/idf 法 [2] で重み付けされた

単語の出現頻度を用いる．

2.1.3 画像の内容

画像オブジェクトからは，色のヒストグラム情報や模

様情報など様々な特徴量を得ることができるが，本研究

では色のヒストグラム情報を利用した．そこで，画像オ

ブジェクトの内容をあらわす特徴ベクトル f IC(d)の各要

素を，各色の画像全体を占める画素数として定義した．画

像オブジェクト d中の色番号が g (g = 0,1, · · · ,gmax : 画

像の色数)である画素の割合を cg(dI
i j )とおき，画像オブ

ジェクト dの内容をあらわす特徴ベクトル f IC(d)を次の

ように定義する．

f IC(d) = [c1(d), c2(d) · · · ]

2.2 問合せと類似度

2.2.1 利用者の問合せ

本研究では，次式で定義された問合せを用いて検索を

行う．Layoutを問合せとなる領域，Termを問合せ単語，

Imageを問合せ画像とすると，利用者の問合せ Queryは

次のように定義される．

Query::= (term Termon Layout)

| (image Imageon Layout)

| Query, Query

ここで，上 2つの指定はレイアウトを用いた問合せで

あり，利用者が記憶している文書の見た目に関する情報

を問合せとして記述する部分である．

2.2.2 問合せの拡張

前節では，利用者がどのようにシステムへ問合せを行

うかについて述べた．本節では，利用者が入力した問合

せを処理する方法について述べる．

オブジェクトのレイアウトへの問合せは次のように処

理される．まず，テキストや画像のレイアウトに関する

問合せのベクトル表現を QL(q)，単語の内容に関する問

合せのベクトル表現を QTC(q)，画像の内容に関する問合

せのベクトル表現を QIC(q)とする．ここで，qは問合せ

オブジェクトであり，利用者の問合せに含まれる複数の

条件のうちの 1つである．問合せのベクトル表現は，ほ

ぼ文書の特徴量の表現と同一のものを用いる．

問合せ qの指定領域をの右上の座標を [xle f t(d), yle f t(d)]，

左下の座標を [xright(d), yright(d)] とすると，QL(q)は次の

ようなベクトルとして表現される．

QL(q) = [xle f t(q), yle f t(q), xright(q), yright(q)]

テキストの内容に関する問合せ qのベクトルを次のよ

うに表現する．

QTC(q) = [ f ′(q,w1), f ′(q,w2), · · · ]

ただし， f ′(q,wk)は問合せ qで指定した単語と wk が一

致するならば 1なければ 0となるような関数である．

画像の内容に関する問合せ qのベクトルを次のように

表現する．

f IC(dI
i j ) = [c1(dI

i j ), c
2(dI

i j ) · · · ]

ただし，問合せ q での指定における色番号が g (g =

0,1, · · · ,gmax : 画像の色数) である画素の割合を cg(dI
i j )

とする．

2.2.3 各メディアの評価値の算出

各メディアの評価値は，各々異なる手法によって計算

される．また，文書の特徴量は異なったレベルで抽出され

ている．つまり，レイアウトや画像の内容の特徴量はテ

キスト，画像などのオブジェクト 1つに対して 1つ抽出

されているのに対して，テキストの内容の特徴量は 1つ

の文書ごとに 1つ抽出されている．そこで，本研究では

特徴量が取り出されたレベルに応じた評価値を算出する．



レイアウトの類似度 SL(q,d)を定義する．まず問合せ

領域 QL(q)とオブジェクト領域 f L(d)の面積をそれぞれ

|QL(q)|，| f L(d)|，問合せ領域とオブジェクト領域が重なっ
ている領域を |QL(q) ∩ f L(d)|とすると，レイアウトの類
似度を次のように定義する．

SL(q,d) =
|QL(q) ∩ f L(d)|
|QL(q)|

次に，テキストの内容の類似度 STC(q,Di)，画像の内

容の類似度 SIC(q,d) を次のように定義する．

STC(q,Di) = QTC(q) · f TC(Di)

SIC(q,d) = QIC(q) · f IC(d)

3 特徴量の組合せ手法

我々の目的は，異なるレベルで算出された複数の類似

度を統合し，文書の評価値を求めることである．ここで

考えなければならない点はテキストの内容の類似度は文

書 1つにつき 1つしか求められないのに対してその他の

類似度はオブジェクトの数だけ存在することである．つ

まり，もし単純な相加平均を用いてそれらの類似度を統

合すると，一番数の多い類似度であるテキストのレイア

ウトに依存した結果が文書の評価値となってしまう．現

在，複数の数値を統合するためには相加平均や乗算など

が多く用いられているが，複数のメディアで構成された

文書の検索精度を向上させるためには複数の類似度が均

等に文書の評価値に反映される必要があると考えられる．

本研究ではまず，文書ごとにテキスト，画像のレイア

ウトと内容という 4つの類似度を求めておき，それらを

評価関数を用いて統合するという手法をとった．つまり

統合の段階が 2つあり，それぞれの段階について効果が

あると考えられる関数を求める必要がある．

本研究では評価関数として文献 [3] で提案されている

T-operator，平均関数，p-normの 3つの種類の合計 29種

類の評価関数を用意した．それぞれの関数を表 1, 2, 3に

示す．以下，これらの関数の任意の 1つを ]，これらの
関数のうち andを表す関数を ⊗，orを表す関数 ⊕と表記
する．ただし，平均関数のうち A1，A2，A3は andと or

の区別が無いため，同じ関数を用いる．

3.1 各メディアの評価値

文書の評価値を求めるために，各メディアの評価値を

求めなければならない．本研究では各問合せ qごとに 1

つの評価値を求める．テキスト，画像のレイアウト情報

表 1: T-operators.
AND OR

T1 min(x, y) max(x, y)
T2 x · y x+ y− xy
T3 max(x + y− 1,0) min(x + y,1)
T4

xy
x+y−xy

x+y−2xy
1−xy

T5


x if y = 1
y if x = 1
0 otherwise


x if y = 0
y if x = 0
1 otherwise

T6
λxy

1−(1−λ)(x+y−xy)
λ(x+y)+xy(1−2λ)

λ+xy(1−λ)

T7 max
(
1− ((1− x)p + (1− y)p)1/p,0

)
min

(
(xp + yp)1/p, 1

)

T8
1

1+
(
( 1

x−1)λ+( 1
y−1)λ

)1/λ
1

1+
(
( 1

x−1)1−λ+( 1
y−1)1−λ

)−1/λ

T9
xy

max(x,y,λ) 1− (1−x)(1−y)
max(1−x,1−y,λ)

T10 max((1+ λ)(x + y− 1)λxy,0) min(x + y + λxy, 1)

表 2: Averaging Functions.

A1 (1− (1− x) · (1− y))γ · (x · y)1−γ

A2 γ ·max(x · y) + (1− γ) ·min(x · y)

A3 γ · (1− (1− x) · (1− y))(1− γ) · (x · y)

A4(AND) γ ·min(x · y) +
(1−γ)(x+y)

n

A4(OR) γ ·max(x · y) +
(1−γ)(x+y)

n

表 3: Paice andp-norms.

Paice (AND) x+ry
1+r ,

Paice (OR) x+ry
1+r ,

p-norm (AND) 1−
(

(1−x)p+(1−y)p

2

)1/p

p-norm (OR)
(

xp+yp

2

)1/p

による評価値 ST L(q,Di)， SIL(q,Di) は次の式で計算を

行う．

ST L(q,Di) =
∑

d

ST L(q,d)

SIL(q,Di) =

1−
∏

d

(1− SIL(q,d))



3.2 文書の評価値

3.2.1 偏差値を用いた特徴量の統合

統合する 2つの評価値は，それぞれの値の範囲が評価

値の種類によって異なり，もし 0.5という値がテキスト

のレイアウト情報とテキストの内容の評価値に付いてい

たとしてもそれらの意味合いは異なる．このような評価

値を合成すると，平均的に高い値をとる評価値の影響が

大きくなり，評価値の種類による格差が生じる．この問

題は，たとえ 0から 1までの数値へ評価値を正規化した

としても解決しない問題である．そこで，本研究ではそ

れぞれの特徴量の偏差値を用いて統合することにより，

特徴量間の格差を解消した．



偏差値を用いた評価値は次式で表現される．

S
′T L(Di) =

(ST L(Di) − S̄T L(DB))
σT L

· 10+ 50

S
′ IL(Di) =

(SIL(Di) − S̄IL(DB))
σIL

· 10+ 50

ここで，S̄T L(DB)，S̄IL(DB)はテキスト，画像の評価値

の平均であり，σT L，σIL はテキスト，画像の評価値の標

準偏差である．

3.2.2 評価関数

最後に，前節までで述べた 4つの種類の評価値を統合

する．本システムで考えられている問合せは andや orで

結合されており，結合された接続詞によって評価関数を

変更することによって文書の評価値を求める．

利用者の問合せが “q1 , q2” （q1,q2は問合せオブジェ

クト）で示されている場合，次の式で文書の評価値 S(Di)

を求める．

S(Di) = S(q1,Di) ⊗ S(q2,Di)

ただし，S(q,Di)は問合せ qと文書 Di の評価値であり，

問合せの種類によって ST L(q,Di)，SIL(q,Di)のいずれか

である．

本研究では，評価関数として表記した ⊗の部分に合計
29種類の評価関数を比較して用いることによって，実験

によって最も精度の良い評価関数を求めることが目的で

ある．

4 実験

第 3章においては，主に以下の 2点の提案を行った．

• 評価関数の比較
複数の評価値を統合する方法として，拡張ブーリ

アン検索モデル，ファジィセットモデルなどの手

法が提案されている．本研究ではこれらで用いら

れている 29種類の評価関数を比較し，検索性能の

高い評価関数を求めた．

• 正規化の手段としての偏差値の利用
複数の異なる手段で計算されている評価値を統合

する際に，それらを同等に扱うためには正規化を

行うことが必要である．正規化の手法には最大値

で除算を行う方法が主に用いられているが，本研

究では偏差値を用いる方法を提案した．

以下，実験では評価関数の比較を行い，検索性能の高い

評価関数を求めること，正規化の手段として偏差値を用

いる方法が実際に有効であったことの 2つを示す．

4.1 実験方法

本研究で提案した手法が有効であることを確かめるた

めに，手法を実際に実装し評価関数の比較を行う．実験で

扱うデータとして，“2000 Digital Symposium Collection”

に含まれる 351個の PDF文書を対象とする．以下に実

験の手順を示す．

1. あらかじめ問合せとそれらに対する解答集合を用

意しておく．

2. あらかじめ用意しておいた問合せをシステムに入

力する．

3. システムから出力された結果とあらかじめ用意し

た解答集合から，再現率-適合率グラフを求める．

4. 再現率-適合率グラフから平均適合率を求め，評価

関数の性能評価の指標とする．

利用者の問合せとして次の 3種類の問合せを用意した．

• Query (a):テキスト +レイアウト，画像

単語 “multimedia”が左上にあり，画面キャプチャ

画像がある文書

• Query (b):テキスト，画像 +レイアウト

単語 “multimedia”があり，画面キャプチャ画像が

右上にある文書

• Query (c):テキスト +レイアウト，画像 +レイア

ウト

単語 “multimedia”が左上にあり，画面キャプチャ

画像が右上にある文書

実験を行う前に，これらの問合せに対する解答集合をあ

らかじめ作成した．Query (a), (b), (c) に対応する正

解集合文書の個数はそれぞれ 18, 10, 2となった．

本システムに問合せを入力するために，次のような問

合せ拡張を行った．

• Query (a) term multimediaon upper-left,

imagecaptureon anywhere

• Query (b) term multimediaon anywhere,

imagecaptureon upper-right



表 4:評価関数のパラメータの値

T6AND 1.5 A1 0.5

T6OR 1.5 A2 0.4

T7AND 13 A3 0.1

T7OR 13 A4AND 0.1

T8AND 0.8 A4AND 0.1

T8OR 0.8 PaiceAND 1.0

T9AND 1.0 PaiceOR 1.0

T9OR 1.0 PnormAND 2.0

T10AND -1.0 PnormOR 2.0

T10OR -1.0

• Query (c) term multimediaon upper-left,

imagecaptureon upper-right

ここで，位置の指定の部分で “upper-left”, “upper-right”,

“anywhere”と記述された部分についてはシステム上で座

標指定を行った．また，画像の指定である “capture”につ

いてもシステム上で実際の画素割合として計算した．つ

まり，検索対象文書中に存在する画像のうち全ての画像

キャプチャ部分を取り出し，それぞれについて画素の割

合を求め，それらの平均を求めた結果を画面キャプチャ

画像の画素割合として計算した．

評価関数にはパラメータを与える必要があるものがあ

る．本研究では，Leeの実験によって得られた，拡張ブー

リアンモデルにおいて最適な値 [3] を用いた．実際の値

は表 4に示す．

4.2 実験結果

実験を行った結果得られた再現率-適合率グラフを図 2

に示す．ところが，これらのグラフでは再現率-適合率曲

線が交差している部分が多く，このグラフを用いた評価

関数の比較を行うことは困難である．そこで，それぞれ

の評価関数の平均適合率を求め比較を行った．平均適合

率による評価関数の比較を図 5に示す．

これらの結果から，平均適合率の高い評価関数は T8(and)

と p-norm(and)であることが分かった．拡張ブーリアン

モデルにおいて p-normが有効であることが Lee [3]に

よって示されているが，拡張ブーリアンモデルにおける

評価値の統合の場合のような同じ計算方法で計算されて

いる評価値を統合する場合のみではなく，本研究におけ

る手法のように異なる計算方法で計算されている評価値
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図 2: 29種類の評価関数における再現率 –適合率グラフ

表 5:平均適合率による評価関数の比較
重み付き 重みなし

and or and or

T1 22.19 22.19 11.11 11.11

T2 22.19 22.19 18.79 5.644

T3 13.12 17.26 11.11 10.10

T4 22.19 29.05 5.461 10.29

T5 2.582 2.582 2.582 10.10

T6 22.19 22.19 2.592 10.29

T7 22.19 2.582 11.11 2.582

T8 28.55 2.584 21.29 2.592

T9 22.19 2.592 23.96 18.88

T10 22.19 22.19 18.79 5.468

A1 22.19 2.593

A1 22.19 11.11

A1 22.19 23.21

A4 22.19 22.19 11.11 11.11

Paice 22.19 22.19 11.11 11.11

p-norm 29.05 22.19 2.692 11.11

を統合する場合にも p-normによる評価値の統合が有効

な計算方法であることが分かった．また，多くの場面で

用いられている統合方法として相加平均があるが，実験

結果から p-normなどの検索精度と比較して適合率が低

下することが分かった．

偏差値を用いることにより検索精度が上昇しているこ

とを確認するために，偏差値を用いた場合と用いない場

合における検索精度の変化を調べた．偏差値を用いた正

規化を行わずに評価値の統合を行い，平均適合精度を求

めた結果を表 5の “重みなし” の部分に示す．また，偏

差値を用いた場合と用いなかった場合の適合率の変化を

図 3に示す．
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図 3: 偏差値を用いる場合と用いない場合の平均適合率

の比較
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図 4: p-normにおいて偏差値を用いる場合と用いない場

合の再現率-適合率グラフ

図 3は偏差値を用いた場合の平均適合率と偏差値を用

いなかった場合の平均適合率の差を表しており，差が負

の値の場合は偏差値を用いなかったほうが高い適合率で

あったことを示している．これらの結果からは，偏差値

を用いることによって適合率が上昇した関数が多いこと

を示している．ところが，全ての関数で適合率が上昇し

たわけではなく，適合率が低下したものもあった．つま

り，T6ANDや T10ANDなど，偏差値を用いることによって

適合率が低下する場合があることが分かった．

また，図 4は，偏差値を用いた場合に最も良かった関

数である p-normに注目した再現率-適合率グラフである．

これらのグラフから，偏差値を用いることによって適合

率が上昇することが実際に確かめられた．

これらの結果から，多くの場合に偏差値を用いる方法

が有効であることが分かった．ところが，T6ANDや T10AND

など，偏差値を用いることによって適合率が低下する場

合があることが分かった．

5 関連研究

従来の情報検索では，画像や映像など一つのメディア

から多くの情報を抽出し，それを検索に利用することで

検索精度を高める手法が主流であった．特に，画像の類

似検索の研究では複数の種類の特徴量として色情報やテ

クスチャ情報（模様情報），形状情報などを組み合わせ

て検索する方法が数多くある [4]．これらの研究は，検索

対象が一つのメディアに限定されているため，複数のメ

ディアを検索対象としている本研究とは，扱うメディア

の種類の点で異なっている．また，Web上の画像を検索

する際に Web文書に含まれるテキスト情報を用いて検

索を行う手法がある [5]．この手法では，まずテキストに

よる問合せでいくつかの画像の候補を検索し，それらの

画像に類似した画像を画像検索手法で検索する方法であ

る．この手法は画像の検索を容易に行うための手法であ

るが，利用者が一度画像の候補を絞る必要がある点，レ

イアウトによる問合せを行うことが非常に困難である点

が本研究と異なる点である．

既存の文書からテキストだけではなく画像などを取り

出し，検索に応用しようとしている研究がある [6]．これ

らの研究と本研究との相違点として，これらの研究では

レイアウトやテキストを扱う特別な手法であり，音声や

映像などを扱うにはまた別の手法が必要であるのに対し

て，本研究で示した手法はそのまま他のメディアに適用

できる点が挙げられる．

また，文字列や画像のレイアウトを検索の手がかりとす

る研究も行われている．例えばWorld Wide Web (WWW)

で用いられている HTML 文書に含まれるテキストや画

像を SQLを用いて検索するWebSSQL [7]では，SQLで

は定義されていなかった画像やレイアウトの問合せ方法

を定義することで，問合せの表現方法の拡張を行ってい

る．しかし，WebSSQLは SQLの改良であり，問合せ条

件に適合した文書を全て取り出すのに対して，本研究で

は適合する文書をランク付けして表示する点が異なる．

さらに，複数のメディアの評価値を統合するための評価

関数は，WebSSQLでは最小値しか用いられていない．評

価関数は検索精度に影響を与えるものであり，WebSSQL

のように一意に定めるのは困難である．また，WebSSQL

は HTML 文書を対象としているため，レイアウトが閲



覧環境によって異なるといった問題もある．本研究では

これらの問題点を考慮して，閲覧環境に依存しない電子

文書形式である PDFを用いて実験を行い，29種類の評

価関数を用いて実験を行っている．

6 おわりに

本稿では，複数のメディアで構成された電子文書から

複数の特徴量を抽出し，問合せと特徴量の類似度を求め，

偏差値による正規化を行った後に評価関数による統合を

行うことによって，電子文書の評価値を求める方法を提

案した．また，評価関数として 29種類の関数を比較し，

検索精度が高いと考えられる関数を評価実験によって求

めた．さらに偏差値による正規化が有効であることを実

験によって示した．

ただ，評価関数の精度は利用者による正解集合の選択

によって異なると考えられる．つまり，利用者がどのよ

うな目的で検索を行うのかによって最適な評価関数は変

化するものと考えられる．また，偏差値による正規化に

ついても行ったほうが良いかどうか利用者によって変化

するものと考えられる．そこで，利用者はどのような文

書を適合文書として判断するか，といった分析を行う必

要があると考えられる．同様に，評価関数がどのような

文書を適合文書として判断しやすいかについて分析する

必要があると考えられる．今後は，これらの分析を基に

評価関数をシステムによって動的に決定することによっ

て適合率を上昇させる方法について考える．
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